
 「夏、真っ盛り」・・・と言いたいところですが、はっきりしな

い天気が続いています。これからに期待しましょう。 

 市民の皆さんと帯広の森とをつなぐ「帯広の森だより」です。

帯広の森に関する情報をお届けします。 
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帯広の森では、今年も春から初夏にかけて、市民の皆

さんにより、植樹や育樹、自然観察など様々な森づくり

活動が行われました。 

これら森づくり活動の様子をお届けします。 

（8～10月の行事・活動の予定は、裏面をご覧ください）  

← 帯広の森の一角で、カシワ林の

復元を目指す「里山をつくろうプ

ロジェクト」。まだ雪が残る中、間

伐作業を行いました（4/9、エゾ

リスの会）。 

 

← 帯広の森の中に設置した巣箱

の観察を行いました。全部で 12

個の巣箱が、なんと、満室！「入

居者」のみなさん、お邪魔しまし

た（5/21、森の少年隊）。  

← 今年も、児童・生徒の皆さん

などが帯広の森に約 800 本の

苗木を植樹しました。森は着実

に広がっています（5/25、第八

中学校自然観察少年団）。 

 

← 市民育樹祭に代わる市民参加

の育樹体験行事。市民の皆さんに

間伐や散策路づくりを体験して

もらいました（6/11、森の回廊

＠十勝・帯広みやま会ほか）。 

 

 

 
 森の少年隊は、帯広の森の造成開始にあわせて、昭和52年（1977年）に創設された緑のボランティア団体です。市

内の小学5～6年生が隊員となり、帯広の森を中心に、自然や仲間の大切さを楽しく学んでいます。 

 このたび、創設以来30年間にわたる活動が評価され、「緑化推進運動功労者」として

内閣総理大臣の表彰を受けました。 

 7 月 26日に首相官邸で行われた表彰式には、隊を代表して、高橋猛文指導委員長と

岡田夏瑠くん（柏小学校6年生）が出席し、小泉純一郎総理大臣から表彰状を受け取り

ました。 

 帯広の森づくりにとって、大きな誇りと励みになる、うれしいニュースでした。森の

少年隊の皆さん、おめでとうございます！ 

【 森の少年隊HP：http://www.octv.ne.jp/~morinen/ 】  

★ 森の少年隊が、内閣総理大臣表彰を受賞しました！ 

★ 森づくり活動、盛んです 

第2号

 5/14（日）朝、季節はずれの雪が。その

日に予定されていた、春の「帯広の森自然観

察会」は、あえなく中止となりました・・・。



 

 

 行事予定は随時更新しています。詳しくは、市公園と花の課（Tel：24-4111内線1842）まで。 

日時 行事・活動 場所 対象者 内容 

8/20（日） 

9：00～ 

エゾリスの会 

里山をつくろうプロジェクト 

陸上競技場東側 

（北伏古東7線）
どなたでも 

エゾリスの会の森づくり活動。林床の草刈り

をします。要申込、参加費100円～。 

9/10（日） 

9：00～ 

エゾリスの会 

里山をつくろうプロジェクト 

運動公園PG場 

東側（西21南6）
どなたでも 

10 月に実施する炭焼きの準備（丸太割りな

ど）をします。要申込、参加費100円～。

9/24（日） 

9：30～ 

帯広の森自然観察会 

秋の森を歩いてみよう 
苗圃（南9線） 

どなたでも 

（定員30人）

帯広市主催。森を歩きながら、樹木や小動物

などを観察します。要申込、参加無料。 

10/1（日） 

9：00～ 

森の少年隊 

どんぐり拾い・播きつけ 
苗圃（南9線） 森の少年隊 

森の少年隊の活動。植樹用の苗木づくりのた

め、どんぐりを拾い苗圃に播きつけます。 

10/8（日） 

～9（祝） 

エゾリスの会 

里山をつくろうプロジェクト 
苗圃（南9線） どなたでも 

森の間伐材を使って、炭焼きをします。要申

込、参加費100円～。 

10/15（日） 

9：00～ 

森の少年隊 

育樹・巣箱清掃 

記念の森（南8線）

周辺 
森の少年隊 

森の少年隊の活動。育樹作業を行った後、森

の中に設置した巣箱の清掃をします。 

10/22（日） 

9：30～ 
帯広の森育樹体験ワークショップ 

記念の森 

（南7～8線）周辺

どなたでも 

（定員30人）

帯広市、森の回廊＠十勝主催。樹木の間伐や

散策路づくりなど。要申込、参加無料。 

 

 
 自然豊かな帯広の森ですが、自然ならではの危険も潜んでいます。その危険のひとつが「スズメバチ」で

す。帯広の森では、「スズメバチの巣を見かけた」という通報が年に数件あります。スズメバチは、8～10

月ごろ活発に活動しますので、森の中ではとくに慎重に、注意しながら活動しましょう。 

  

 

 

帯広市は「第58回全国植樹祭」を応援しています！

平成19年春季に、苫小牧東部地域において 

『第58回全国植樹祭』が開催されます。 

大会テーマ：「明日へ 未来へ 北の大地の森づくり」 

≪第58回全国植樹祭については、以下のホームページをご覧ください≫ 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/zsj/index.htm 
 

 

●すぐにその場から離れる 

・さらに多数のハチが飛んできて攻撃される 

●応急処置を 

 ・流水で患部を洗い、手で毒を搾り出す 

 ・患部に塗るなら「抗ヒスタミン系軟膏」を 

（アンモニアは効果なし） 

 ・患部を冷やす 

●大至急、医師の診察を！ 

 ・症状の軽重に関わらず、速やかに病院へ 

 ・過去に刺された経験がある人は、とくに注意！

【行動は】 

●巣はそっとして 

・巣を見つけたら近寄らない 

・巣や巣がついている枝を揺すらない 

●ハチとは争わない 

 ・ハチが近づいても振り払わない 

 ・背を低くしハチが去るまで静かに待つ

・もと来た方向へゆっくりと戻る 

●急な動きや大声は× 

 ・ハチをさらに刺激してしまう 

【服装は】 

●「黒」は狙われやすい色 

・黒っぽい服装・持ち物は避ける 

・帽子をかぶって頭部を守る 

●「香り」でハチが興奮 

 ・香水や整髪料、化粧は避ける 

 ・ジュースの匂いでも寄ってくる 

●肌を出さないように 

 ・長袖・長ズボンは必須 

 ・手には手袋、首筋にはタオルなどを

★ 帯広の森づくりに関する行事・活動のお知らせ（8～10月） 

★ スズメバチにご注意ください 

ハチに刺されないために もしハチに刺されたら


